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事
務
局
よ
り
お
盆
休
み
の
お
知
ら
せ

８
月
　
日
（
土
・
祝
）
か
ら

８
月
　
日
（
木
）
ま
で

お
休
み
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
及
び
利
用
者
の
方
に
は

個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

11

16

　
平
成
三
〇
年
七
月
豪
雨
に
よ
り
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
地
や

被
災
者
の
皆
様
方
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
西
日
本
豪
雨
に
よ
り

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

機
動
救
難
士
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

人
工
透
析
患
者
を
救
助

断
水
が
続
き
透
析
に
使
う
水
が

全
く
足
り
ず

西
日
本
か
ら
東
日
本
に
か
け
て

広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨
に

バックビルディング現象とは

積乱雲が風上で繰り返し発生して風下では雨が降り

続ける現象を言います。風上の積乱雲がビルが林立

するように並んで見えることから名づけられました。

①水分・塩分補給をこまめに

トイレを気にして水を飲む

量が減りがちです。こまめ

な水分・塩分補給で熱中症

を予防しましょう。

③食中毒に注意！

出された食事はすぐに食べ

ましょう。下痢、発熱、手

指に傷がある人は、調理や

配食を行わないようにしま

しょう。

⑤うがい・歯磨き

うがい、歯磨きをできるだ

け行い、かぜの予防、口の

中の衛生を保ちましょう。

⑦必要な時にはマスクを着用

咳をしているときや、ア

レルギーの原因となるほ

こりを避けるためにはマ

スクを使いましょう。

②手を清潔に

食事の前やトイレの後には

手洗いを。流水が使えない

ときは、アルコールを含む

手指消毒薬を使用しましょ

う。

④体の運動

エコノミークラス症候群の

予防、寝たきりの予防のた

めにも積極的に体を動かし

ましょう。

⑥十分な睡眠・休息

誰もが不安を感じています。

休息や睡眠を意識してと

りましょう。

⑧薬で困っている

薬が手元になかったり、

薬で困っているときは、

医師、薬剤師、保健師な

どに相談を。

避難所生活で健康に過ごすために
～以下の点にご注意ください～

大
雨
特
別
警
報

　
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
数

十
年
に
一
度
の
降
雨
量
と
な
る

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
な
ど

に
発
表
し
ま
す
。

　
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ

た
場
合
、
重
大
な
土
砂
災
害
や

浸
水
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

著
し
く
大
き
い
状
況
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

場合は相談を

詳しくは厚生労働省のＨＰをご覧下さい

　
九
州
か
ら
中
部
地
方
に
か
け

て
停
滞
し
て
い
た
梅
雨
前
線
に

向
か
っ
て
、
六
月
二
十
九
日
に

発
生
し
た
台
風
七
号
が
も
た
ら

し
た
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が
流

れ
込
む
こ
と
で
、
梅
雨
前
線
が

活
発
化
し
、
西
日
本
か
ら
東
日

本
に
か
け
て
広
い
範
囲
で
記
録

的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
梅
雨
前
線
は
、
九
日
に
北
上

し
て
活
動
を
弱
め
る
ま
で
日
本

上
空
に
停
滞
し
、
西
日
本
か
ら

東
日
本
に
か
け
て
広
い
範
囲
で

記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。 

　
七
月
六
日
午
後
五
時
一
〇
分

に
長
崎
・
佐
賀
・
福
岡
の
三
県

に
『
大
雨
特
別
警
報
』
が
発
表

さ
れ
、
続
い
て
広
島
・
岡
山
・

鳥
取
・
京
都
・
兵
庫
、
七
日
に

は
岐
阜
、
八
日
に
は
高
知
・
愛

媛
に
も
『
大
雨
特
別
警
報
』
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
西
日
本

を
中
心
に
多
く
の
地
域
で
河
川

の
氾
濫
や
浸
水
被
害
、
土
砂
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
死
者
数
が
二
〇
〇
名
を
超
え

る
甚
大
な
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
北
九
州
市
で
も
土
砂
崩
れ
で

お
二
人
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。

　
八
日
に
福
岡
海
上
保
安
部
所

属
の
巡
視
船
『
や
し
ま
』
の
搭

載
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
、
西
日
本

豪
雨
で
被
災
し
た
愛
媛
県
宇
和

島
市
吉
田
町
の
集
会
所
に
避
難

し
て
い
た
女
性
を
機
動
救
難
士

が
か
か
え
て
ワ
イ
ヤ
で
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
つ
り

上
げ
て
救
助
し
、

病
院
に
搬
送
し

ま
し
た
。
　

　
そ
の
女
性
は

人
工
透
析
が
必

要
で
し
た
が
、

道
路
が
寸
断
さ

れ
て
救
急
車
が

た
ど
り
着
け
ず
、
市
が
第
六
管

区
海
上
保
安
本
部
に
搬
送
を
要

請
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
立
宇
和
島
病
院

の
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
到
着
し
、

病
院
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　
広
島
や
愛
媛
、
岡
山
の
他
、

九
府
県
で
も
断
水
し
ま
し
た
。

　
特
に
三
原
市
で
は
、
市
内
全

域
で
断
水
が
続
い
て
お
り
、
透

析
を
行
う
三
ヶ
所
の
病
院
に
優

先
的
に
給
水
車
を
回
し
て
も
ら

た
り
、
病
院
の
職
員
が
他
の
給

水
所
を
回
っ
て
も
水
が
全
く
足

り
ま
せ
ん
。

　
人
工
透
析
に
使
う
水
は
、
一

回
当
た
り
数
十
～
一
〇
〇
㍑
が

必
要
で
す
。

　
三
原
市
内
の
あ
る
病
院
で
は

一
日
に
約
八
〇
ト
ン
の
水
が
必

要
で
す
が
、
水
が
足
り
ず
透
析

患
者
七
十
五
人
の
う
ち
十
二
人

が
他
の
病
院
に
転
院
し
ま
し
た
。

　
全
国
の
水
道
事
業
体
が
加
盟

す
る
日
本
水
道
協
会
は
、
大
規

模
災
害
時
に
は
、
被
災
自
治
体

か
ら
の
応
援
要
請
を
と
り
ま
と
め
、

給
水
車
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
近
畿
や
四
国
な
ど
約
九
〇
の

自
治
体
か
ら
給
水
車
計
一
一
七

台
が
派
遣
さ
れ
、
広
島
、
岡
山
、

愛
媛
の
三
県
の
支
援
に
入
り
ま

し
た
。

　
西
日
本
豪
雨
に
よ
る
被
災
地

で
の
死
者
数
が
七
月
二
十
二
日

現
在
、
十
五
府
県
の
二
二
四
人
、

行
方
不
明
者
数
十
二
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
行
方
不
明
の
方
々
が
一
日
で

も
早
く
ご
家
族
の
も
と
に
帰
れ

ま
す
よ
う
に
・
・
・
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六
月
二
日
（
土
）
十
時
二
十
分
か
ら
ウ
エ
ル
と
ば
た
六
階
六
Ａ
・
Ｂ
会
議
室
で
北
九
州
市

障
害
福
祉
団
体
連
絡
協
議
会
（
障
団
連
）
主
催
の
「
平
成
三
十
年
度
第
一
回
研
修
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
「
さ
わ
や
か
」
か
ら
山
田
・
高
原
・
貞
谷
が
参
加
し
ま
し
た
。
（
紙
面
上
一

部
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
）

総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
再
整
備
事
業

障
害
者
差
別
解
消
・

共
生
社
会
推
進
事
業

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・

芸
術
文
化
活
動
等
推
進
事
業

 
 
 
 
 
 

　
今
回
の
研
修
会
は
、
北
九
州

市
保
健
福
祉
局
障
害
福
祉
課
の

香
月
隆
久
障
害
福
祉
企
画
課
長

に
よ
る
『
①
平
成
三
十
年
度
障

害
福
祉
関
係
予
算
』
と
『
②
障

害
者
支
援
計
画
』
に
つ
い
て
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　
香
月
課
長
は
「
初
め
に
重
点

的
に
取
り
組
む
障
害
福
祉
施
策

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
本
市
の
障
害
児
者
の
療
育
及

び
医
療
の
中
核
施
設
と
し
て
障

害
の
あ
る
子
供
の
早
期
発
見
や

早
期
支
援
、
障
害
の
程
度
に
応

じ
た
療
育
を
含
め
て
様
々
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、

施

設

の

老

朽

化

な

ど

に
伴
い
、

再
整
備
工

事
を
実
施

す
る
と
と

も
に
、
必

要
な
機
器

を
購
入
し

ま
す
。

　
『
障
害
者
差
別
解
消
法
』
及

び
『
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
し
誰
も
が
共
に
生
き
る

北
九
州
市
づ
く
り
に
関
す
る
条

例
（
通
称
：
障
害
者
差
別
解
消

条
例
）
』
に
基
づ
き
、
障
害
を

理
由
と
し
た
差
別
の
解
消
を
推

進
す
る
た
め
、
市
民
へ
の
啓
発

活
動
や
相
談
・
紛
争
防
止
等
に

係
る
体
制
整
備
、
障
害
者
差
別

解
消
支
援
地
域
協
議
会
の
運
営

等
を
行
い
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
人
の
社
会
参
加

の
推
進
を
図
る
た
め
、
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
各
種
ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
開
催
、
障
害
者
団
体

等
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
芸
術
や
文
化
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
障
害
者
芸
術
祭

な
ど
の
発
表
の
場
を
設
け
る
と

と
も
に
、
障
害
の
あ
る
人
が
地

域
社
会
へ
踏
み
出
し
、
自
立
す

る
た
め
の
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

北
九
州
市
障
害
者
支
援
計
画
を
策
定

今
年
度
か
ら
の
五
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
新
し
い

　
平
成
二
十
四
年
二
月
に
策
定

し
た
『
北
九
州
市
障
害
者
支
援

計
画
』
の
計
画
期
間
が
終
了
し

た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら
の

五
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
新

し
い
『
北
九
州
市
障
害
者
支
援

計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

 

そ
の
中
に
は
、
障
害
者
総
合
支

援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
相
談
支
援
を
計
画
し
た

北
九
州
市
障
害
者
計
画
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
障
害
児
の
支
援
の
提
供
体
制

な
ど
を
規
定
し
た
北
九
州
市
障

害
児
福
祉
計
画
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
北
九
州
市
障
害
者
支

援
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
基

本
理
念
【
障
害
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
市
民
が
、
互

い
の
人
格
や
個
性
を
尊
重
し
合

い
な
が
ら
、
安
心
し
て
い
き
い

き
と
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
～
障
害
が
あ

っ
て
も
ひ
と
り
の
市
民
と
し
て
、

自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
～
】
を
目
指
し
、

新
た
に
横
断
的
視
点
と
し
て

①
当
事
者
本
位
の
総
合
的
な
支

援
（
生
涯
を
通
じ
た
切
れ
目
の
な

い
支
援
）

②
障
害
特
性
に
配
慮
し
た
き
め

細
か
い
支
援
（
一
人
ひ
と
り
に
応

じ
た
個
別
的
な
支
援
）

③
計
画
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
取

り
組
み
の
推
進

を
掲
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
つ
の
基
本
目
標
お
よ

び
十
一
の
分
野
を
定
め
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
今
後
さ
ら
に
力
を
入

れ
て
い
く
主
な
施
策
を
作
成
し
、

（
右
の
図
参
照
）
そ
れ
ぞ
れ
に
あ

っ
た
分
野
の
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
、
研
修
会
は
十
時
四
十
五
分

に
終
了
し
ま
し
た
。

分野１　生活の支援
　　　　（障害福祉サービスの充実）

【基本目標Ⅰ】安心して暮らすための支援体制の整備

分野３　地域包括ケアシステムの構築
　（地域生活支援、相談体制の充実）

障害のある子どもに対する
　　　　　　　　　支援の充実

地域移行支援・
　　　　　地域生活支援の充実

　障害のある子どもの健やかな育成
のための発達支援

●障害のある子どもとその家族に対す     
　る身近な地域での支援、ライフステージ
　に沿った切れ目のない一貫した支援等 ●緊急時の受け入れ・対応、家庭訪問や見

　守り体制などの地域体制づくりの検討等

　障害の重度化や障害のある人の高齢化、
「親亡き後」の生活の安心を見据えた
総合的な支援の仕組みづくりと障害の
ある人の生活の地域全体で支えるサー
ビス提供体制の構築

【基本目標Ⅱ】豊かな社会生活と
　　　　　　　　　　　自立の支援

分野５　就労支援、雇用の促進
　　　　及び経済的支援の推進

障害特性に応じた就労支援
　障害のある人がその適性に応じた能力
を十分に発揮し、自立した生活を実現す
るための就労支援の充実と就労後の定着
支援を促進するための取り組みの推進

●一般就労に向けた支援の充実、就労後の定着
　支援機能の充実
●就労定着に向けた生活面の支援を行うサービ
　ス、企業の協力等労働政策との連携強化等　
　 

【基本目標Ⅲ】人権の尊重と
　　　　　　　　　　　共生社会の実現

分野11　広報・啓発の推進
（障害のある人に対する理解の促進）

障害及び障害のある人に
　　　　　対する理解の促進 

●障害と障害のある人についての理解の促
　進啓発活動の推進等
●地域住民等との日常的交流の促進、学校
　における交流及び共同学習の推進　 

　障害のある人や関係団体の参画の
もと、企業等や市民に対し、障害の
ある人に対する関心と理解を深める
ための啓発を推進

①
平
成
三
十
年
度
障
害
福
祉
関
係
予
算

②
障
害
者
支
援
計
画
に
つ
い
て

北
九
州
市
障
害
福
祉
団
体
連
絡
協
議
会 

第
一
回
研
修
会
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